
ノルウェーの芸術家エドヴァル
ド・ムンク（Edv.Munch：１８６３－
１９４４）は、ナチスドイツ占領下
のオスロで、住居、油彩、リトグ
ラフィー（石版画）、木版画、水
彩、素描、手紙、写真やメモ帳、
家具等を、美術館を建築すること
を前提として、オスロ市に遺贈し
ました。彼の生誕百年の１９６３年
に市立ムンク美術館が開館しまし
たが、リンゴの木のある絵のモチ
ーフになったエーケリー（Ek-
ely）の農場の土地は芸術家が住
み活動するコロニーとなり、彼が
住んでいた住居は取り壊され、現
在残っているのは「冬のアトリ
エ」と呼ばれる建物だけです。
ムンクの≪叫び≫はオスロでも
二度の盗難があり、世界的なニュ
ースとなり、「最もよく盗まれる
絵」とよばれているそうです。国
立美術館では、リレハンメルで冬
季オリンピックが開催された
１９９４年に、世界中から来る人た
ちにムンクを見てもらうのだとい
うことで、常設の２階のムンク・
ルームから急に一階の展示場に移
しました。けれども、その初日の
早朝に国宝級のムンクの油彩≪叫
び≫が、窓から入られ数分間で盗
まれてしまいました。ムンク美術
館では、２００４年に突如拳銃を持
った強盗に襲われ、最も有名な二
枚≪叫び≫と≪マドンナ≫が持ち
出されてしまいました。追跡捜索
の後戻った絵は傷つき破られたま

まで５日間だけ展示され、その後
修復と復元のため非公開でした。
その２枚が２００８年５月２２日のこ
の「再会展」のオープニング式典
でやっと公開されました。そこに
は盗まれた絵画の捜査に貢献した
警察側の代表と共に、捜査・修復
プロジェクト経費として多額の寄
付をしてくれた日本の石油会社か
らも、また日本大使館の代表者の
方々も出席されていました。「ムン
ク美術館友の会」の一会員である
私にとっても本当にうれしい日で
した。
ムンクの有名な作品には「バー
ジョン」が各種あり、油彩だけで
なく、リトグラフィー（石版
画）、木版画、デッサン（素描）
と多数ありますが、今回の展示に
は≪叫び≫と≪マドンナ≫の同じ
テーマやモチーフの似た各種「バ
ージョン」が、列になって展示さ
れています。これだけの作品が列

をなして展示可能なのはムンク美
術館ならではの光景です。この
「再会展」終了後の８月以降も更
に修復を続けるそうで、使用され
た工具や修復・復元の工程はパネ
ルで説明され、これはまもなく映
画となり、文書類はデジタル化さ
れ、カタログも作成中だそうで
す。

子供たちの文化体験と次世
代のための文化・情操教育

当国の文化教育政策「文化の学
校カバン（Den kulturelle skole-
sekken）」は、本や授業だけで学ぶ
のではなく、「子供達の人生のラン
ドセル」に美術館や博物館等の体
験・見学を入れて学ぶ制度です。
８月末の新学期から一年間に約六
千人の生徒たちがムンク紹介・案
内・工作等を体験できるように、
オスロ市は予算を取って、次世代
の教育に力を入れるそうです。

絵が戻ってきて、さらに好評を呼んでいるケーキ

≪叫び≫の絵の前で説明を聞く「ショルベルグ学校」の１０歳の子どもたち

盗まれたムンク
≪叫び≫、≪マドンナ≫との再会

ノルウェー・オスロ市在住
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